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平成２９年７月改選３５委員会で６７人の女性登用（２７人増）

                          

平
成
２
９
年
７
月
、
３
５
の
農

業
委
員
会
で
農
業
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
新
体
制
で

は
県
内
の
女
性
農
業
委
員
８
４

名
、
女
性
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
１
０
名
と
、
女
性
委
員

数
は
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。 

新
体
制
移
行
前
の
農
業
委
員

定
数
８
９
０
か
ら
移
行
後
６
５

６
に
減
る
中
、
女
性
委
員
数
が

増
加
し
た
こ
と
は
大
き
な
躍
進

で
す
。
農
業
委
員
に
占
め
る
女

性
の
割
合
は
１
２
．
８
％
と
な

り
、
政
府
が
第
４
次
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
で
掲
げ
る
１

０
％
の
早
期
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。 

女
性
農
業
委
員
を
登
用
す
る

委
員
会
数
も
増
え
、
４
２
委
員

会
中
で
３
９
と
な
り
ま
し
た
。 

ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
も
、
登
用
促

進
に
向
け
、
１
９
名
（
１
１
農

業
委
員
会
）
に
委
員
候
補
者
推

薦
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
、
更
に
女
性
委
員
の

登
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、

委
員
と
な
っ
た
女
性
委
員
の

活
躍
に
つ
い
て
情
報
発
信
を

し
て
い
き
ま
す
。 

 【
平
成
２
９
年
７
月
の
改
選

で
女
性
委
員
数
０
を
解
消
し

た
９
農
業
委
員
会
】 

 

大
垣
市
（
０
↓
１
） 

養
老
町
（
０
↓
１
） 

関
ヶ
原
町
（
０
↓
２
） 

神
戸
町
（
０
↓
２
） 

大
野
町
（
０
↓
２
） 

池
田
町
（
０
↓
２
） 

坂
祝
町
（
０
↓
１
） 

川
辺
町
（
０
↓
２
） 

八
百
津
町
（
０
↓
２
） 

 

【
平
成
２
９
年
７
月
の
改
選

で
女
性
委
員
数
を
増
加
し
た

１
９
農
業
委
員
会
】 

 

岐
阜
市
（
＋
１
） 

羽
島
市
（
＋
２
） 

大
垣
市
（
＋
１
） 

養
老
町
（
＋
１
） 

関
ヶ
原
町
（
＋
２
） 

神
戸
町
（
＋
２
） 

揖
斐
川
町
（
＋
１
） 

大
野
町
（
＋
２
） 

池
田
町
（
＋
２
） 

美
濃
市
（
＋
１
） 

美
濃
加
茂
市
（
＋
４
） 

可
児
市
（
＋
１
） 

坂
祝
町
（
＋
１
） 

川
辺
町
（
＋
２
） 

八
百
津
町
（
＋
２
） 

白
川
町
（
＋
１
） 

御
嵩
町
（
＋
１
） 

多
治
見
市
（
＋
２
） 

中
津
川
市
（
＋
３
） 

 【
女
性
委
員
を
５
名
以
上
登
用
す
る
６

農
業
委
員
会
】 

 

羽
島
市
５
名
（
農
５
） 

 

山
県
市
５
名
（
農
３
、
推
２
） 

 

美
濃
加
茂
市
５
名
（
農
４
、
推
１
） 

 

中
津
川
市
６
名
（
農
５
、
推
１
） 

 

恵
那
市
５
名
（
農
５
） 

 

飛
騨
市
５
名
（
農
５
） 

  

ぎふ女性農業委員
・推進委員だより

◆編集・発行 ぎふ農業委員会女性ネットワーク
会長  後藤 展子 

＜事務局＞一般社団法人岐阜県農業会議 
〒５００－８３８４ 岐阜市薮田南 5-14-12 
ＴＥＬ：０５８－２６８－２５２７ ＦＡＸ：０５８－２７３－６１７７ 
Ｅ-ｍａｉｌ：ｇｉｆｕ＠ｎｃａ．ｏｒ．ｊｐ 

 全農業委員会で新体制移行完了 
女性農業委員 84 名 女性推進委員 10 名に増加
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ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
平
成
２
９
年
度
総
会
の

開
催 

 

９
月
１
９
日
、
瑞
穂
市
総
合
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
総
会
を
開
催
し
、
県

内
の
女
性
農
業
委
員
４
５
名
、
女
性
推

進
委
員
３
名
の
ほ
か
、
農
業
委
員
会
事

務
局
や
東
海
農
政
局
、
県
農
村
振
興
課

な
ど
含
め
７
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
２
８
年
度
の
事
業
報
告

と
決
算
、
２
９
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
女
性
委
員
９
４
名
の
う
ち
５

３
名
が
１
期
目
と
い
う
こ
と
で
、
総
会

終
了
後
に
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 最

初
に
、
東
海
農
政
局
経
営
支
援
課

の
西
田
係
長
か
ら
「
東
海
地
域
の
女
性

農
業
委
員
の
登
用
状
況
」
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
９
年
７
月

の
改
選
で
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重

県
の
３
県
で
女
性
農
業
委
員
数
は
１
８

０
名
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
女
性

農
業
委
員
数
が
増
加
し
た
の
は
岐
阜
県

だ
け
で
し
た
。 

瑞
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
河
村
セ

ン
タ
ー
長
か
ら
は
「
女
性
農
業
委
員
と

行
っ
た
学
習
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夏
休

み
中
の
子
ど
も
達
の
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
料
理
教
室
な
ど
を
行
い
、
女
性
農

業
委
員
が
野
菜
を
提
供
し
、
食
の
お
話

し
を
し
な
が
ら
楽
し
く
調
理
を
さ
れ
た

こ
と
、
農
業
委
員
の
髙
田
住
代
さ
ん
は
、

自
身
の
経
営
す
る
髙
田
水
産
に
子
ど
も

達
を
招
待
し
、
鮎
つ
か
み
体
験
を
行
っ

た
こ
と
、
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

全
国
農
業
会
議
所
の
荒
井
調
査
役
か

ら
は
「
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
情
報
提

供
活
動
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
女
性
委
員
の
力
で
楽
し
く
全

国
農
業
新
聞
を
普
及
し
ま
し
ょ
う
と
、

シ
ャ
ツ
の
下
に
着
て
い
た
増
部
に
か
け

た
ゾ
ウ
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
『
増
部
Ｔ

シ
ャ
ツ
』
を
披
露
。
新
規
購
読
を
伸
ば

し
た
２
名
に
ピ
ン
ク
の
『
増
部
Ｔ
シ
ャ

ツ
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
発
表
し
、 

女
性
委
員
の
や
る
気
を
誘
い
ま
し
た
。 

続
い
て
、
下
呂
市
農
業
委
員
会
の
山

下
康
子
さ
ん
と
同
市
事
務
局
の
山
田
書

記
か
ら
「
婚
活
イ
ベ
ン
ト
『
農
家
に
恋

2
0
1
7

』
」
に
つ
い
て
話
題
紹
介
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は

今
年
で
３
年
目
。
農
業
委
員
会
が
主
催

し
、
男
性
は
全
員
市
内
の
農
家
で
あ
る

こ
と
が
特
長
で
す
。
女
性
委
員
が
婚
活

委
員
を
務
め
、
参
加
男
性
の
野
菜
を
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
で
提
供
し
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど

盛
り
上
が
る
企
画
を
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。 

恵
那
市
農
業
委
員
会
の
西
尾
ひ
ろ
み

さ
ん
か
ら
は
「
恵
那
市
農
業
委
員
会
だ

よ
り
『
え
え
の
お
』
」
に
つ
い
て
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
性
委
員
５
名
が

編
集
委
員
に
な
り
、
農
業
委
員
会
の
活

動
や
若
手
農
家
の
紹
介
、
農
業
者
年
金

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
工
夫
し
て
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。 

こ
れ
ら
情
報
提
供
や
話
題
紹
介
を
踏

ま
え
て
、
６
名
ず
つ
に
分
か
れ
、
日
頃

の
活
動
状
況
や
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
活
動

を
す
る
か
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
１
期
目
の
委
員
か

ら
は
不
安
の
声
な
ど
も
聞
か
れ
ま
し
た

が
、
先
輩
委
員
が
「
心
配
無
用
。
前
向

き
に
一
歩
踏
み
出
し
て
活
動
し
よ
う
」

と
声
を
か
け
る
良
い
雰
囲
気
で
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

恵那市 西尾委員による農委だよりの紹介 

下呂市 山下委員による「農婚」の紹介 
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東
海
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業

委
員
・
推
進
委
員
研
修
会
in

滋
賀
県
へ
の
参
加 

 

１
２
月
１
２
日
、
滋
賀
県
近
江
八
幡

市
の
「
滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
東
海
・

近
畿
の
女
性
農
業
委
員
組
織
主
催
の
標

記
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
委
員

や
関
係
者
な
ど
１
５
６
名
、
本
県
か
ら

は
、
女
性
委
員
１
６
名
の
ほ
か
、
農
業

会
議
か
ら
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

湖
国
女
性
農
業
委
員
・
推
進
委
員
協

議
会
の
池
田
会
長
か
ら
「
全
国
で
８

０
％
が
新
体
制
に
移
行
し
、
女
性
委
員

２
，
４
６
６
名
、
旧
体
制
よ
り
２
２
％

増
え
た
。
増
え
た
中
で
女
性
が
何
を
す 

る
か
を
考
え
活
動
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

研
修
と
し
て
、
全
国
農
業
会
議
所
の

三
上
調
査
役
か
ら
「
農
地
利
用
の
最
適

化
に
向
け
た
両
委
員
の
役
割
に
つ
い
て
」

の
情
勢
報
告
、
農
業
者
年
金
基
金
の
中

園
理
事
長
か
ら
「
農
業
者
年
金
加
入
推 

進
に
つ
い
て
」
の
情
報
報
告
、
三
重
県

鈴
鹿
市
で
有
機
・
無
農
薬
野
菜
３h

a
 

を

女
性
中
心
に
作
る
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ 

Ｖ
ｅ
ｇ
ｅ

ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
の
近
藤
啓
子
代
表
の
講
演
、
滋

賀
県
内
の
３
名
の
女
性
農
業
者
の
事
例

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

  

奈
良
県
の
（
有
）
ポ
ニ
ー
の
里 

フ
ァ
ー
ム 

視
察
研
修
の
開
催 

 

東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委

員
・
推
進
委
員
研
修
会
の
開
催
に
合
わ

せ
、
翌
１
２
月
１
３
日
に
、
奈
良
県
高

市
郡
高
取
町
（
た
か
と
り
ち
ょ
う
）
に

お
い
て
視
察
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

同
町
農
業
委
員
の
明
見
美
代
子
さ
ん

と
の
意
見
交
換
の
ほ
か
、
明
見
さ
ん
が

参
画
す
る(

有)

ポ
ニ
ー
の
里
フ
ァ
ー
ム

の
大
和
ト
ウ
キ
な
ど
薬
草
を
使
っ
た
地

域
振
興
や
食
育
に
つ
い
て
研
修
を
受
け

ま
し
た
。 

 

 

同
町
は
、
古
く
か
ら
、
く
す
り
の
町

と
し
て
有
名
で
、
大
和
ト
ウ
キ
は
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
ト
ウ
キ
は
セ
リ
科

で
セ
ロ
リ
の
よ
う
な
芳
香
が
特
長
で
、

乾
燥
さ
せ
た
根
が
生
薬
と
し
て
使
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
大
和
ト
ウ

キ
は
有
効
成
分
が
多
い
優
れ
た
品
種
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
社
で
は
、
遊
休
農

地
で
ト
ウ
キ
を
生
産
し
、
根
だ
け
で
な

く
葉
も
使
っ
て
６
次
産
業
化
商
品
の
開

発
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

今
回
は
、
パ
ウ
ダ
ー
に
し
た
ト
ウ
キ

に
、
野
菜
の
パ
ウ
ダ
ー
や
ハ
ー
ブ
を
混

ぜ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
パ
イ
ス
づ
く
り
と
、

ト
ウ
キ
と
岩
塩
を
混
ぜ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

バ
ス
ソ
ル
ト
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。 

大和トウキを使ったバスソルトづくり体験 

大和トウキの生産、販売について勉強 

鈴鹿市 近藤さん 滋賀県 ３名による報告
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地
域
の
農
産
物
の
魅
力
を
使
っ
て
消

費
者
と
交
流
す
る
方
法
と
し
て
、
お
み

や
げ
に
も
な
る
加
工
品
づ
く
り
体
験
は
、

自
分
達
で
も
で
き
そ
う
と
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

女
性
農
業
委
員
登
用
促
進
研

修
会
へ
の
参
加 

 

１
月
１
０
〜
１
１
日
、
東
京
都
「
主

婦
会
館
」
に
お
い
て
標
記
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
女
性
農
業
委
員
や
都
道
府
県

農
業
会
議
職
員
等
１
２
３
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
、
県
農
業
会
議

が
女
性
農
業
委
員
登
用
促
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
委
嘱
し
て
い
る
「
ぎ
ふ
農
業
委

員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
後
藤
会

長
、
市
橋
副
会
長
、
佐
伯
副
会
長
、
中

野
副
会
長
と
事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
茨
城
県
神
栖
市
農
業

委
員
の
原
範
子
さ
ん
の
「
女
性
の
元
気

が
農
業
・
農
村
の
元
気
！
〜
食
と
農
を

つ
な
ぐ
農
村
女
性
の
取
組
〜
」
に
つ
い

て
講
演
。
神
栖
が
誇
る
生
産
量
日
本
一

位
の
ピ
ー
マ
ン
経
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ー
マ
ン
フ
ァ
ン
を
増
や
そ
う
と
、
原

さ
ん
が
市
や
Ｊ
Ａ
に
声
を
か
け
、
新
た

な
ピ
ー
マ
ン
の
食
育
や
消
費
者
へ
の
販

売
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

勇
気
を
出
し
て
女
性
委
員
が
自
ら
行
動

を
起
こ
す
こ
と
、
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
１
０
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
意
見
交
換
。
農
業
委
員
に
課
さ
れ
た

使
命
で
あ
る
農
地
利
用
の
最
適
化
推
進
、

例
え
ば
、
農
地
貸
し
借
り
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、
集
落
で
の
話
合
い
参
加
、
戸
別
訪

問
に
よ
る
農
地
の
意
向
把
握
、
こ
れ
ら

を
女
性
委
員
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
か
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
女

性
農
業
委
員
の
登
用
を
今
後
さ
ら
に
伸

ば
す
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
に
つ
い
て

も
話
し
合
い
ま
し
た
。
「
農
地
貸
し
借

り
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
は
、
所
有
者
と
耕

作
者
の
思
い
を
組
む
こ
と
が
大
事
。
女

性
の
方
が
、
う
ま
く
間
に
入
れ
る
時
も

多
い
の
で
は
」
「
楽
し
そ
う
に
活
動
し

よ
う
。
地
域
や
男
性
委
員
も
見
て
い
る

し
、
輝
く
姿
を
見
せ
れ
ば
、
農
業
委
員

や
っ
て
も
い
い
か
な
、
と
思
う
女
性
も

増
え
る
の
で
は
」
な
ど
意
見
が
出
ま
し

た
。 

  全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議

会
の
平
成
２
９
年
度
総
会
へ
の

参
加 

 

１
月
１
１
日
、
東
京
都
「
主
婦
会
館
」

に
お
い
て
、
女
性
農
業
委
員
登
用
促
進

研
修
会
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
、
各
県

の
女
性
農
業
委
員
組
織
の
代
表
な
ど
８

６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
、

ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
後
藤
会
長
、
副
会
長
３
名
と
事
務
局

が
引
き
続
き
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
「
平
成
２
９
年
度
の
活
動

報
告
の
承
認
」
「
平
成
３
０
年
度
活
動

計
画
の
策
定
」
、
ま
た
、
３
年
前
か
ら

協
議
さ
れ
て
い
る
会
費
を
徴
収
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
活
動
の
強
化
と
新
規
の

取
り
組
み
を
展
開
す
る
た
め
、
平
成
３

１
年
度
か
ら
実
施
す
る
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。 

  白
川
町
の
佐
伯
農
業
委
員 

全
国
農
業
新
聞
増
部
１
位
♪ 

  

全
国
農
業
会
議
所
の
荒
井
調
査
役
の

企
画
「
９
月
か
ら
１
１
月
末
の
短
期
間

に
全
国
農
業
新
聞
増
部
し
よ
う
運
動
」

で
は
、
白
川
町
農
業
委
員
の
佐
伯
美
智

代
さ
ん
が
２
部
増
で
ト
ッ
プ
に
輝
き
ま

し
た
。
県
農
業
会
議
か
ら
最
新
号
の
見

本
紙
や
普
及
資
材
を
何
度
も
取
り
寄
せ
、

町
内
で
熱
心
な
普
及
活
動
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
約
束
ど
お
り
荒
井
さ
ん
か
ら

奈良県高取町 明見委員との集合写真 

明見委員
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増
部
に
か
け
た
ゾ
ウ
の
イ
ラ
ス
ト
入
り

の
『
増
部
Ｔ
シ
ャ
ツ
』
を
贈
呈
し
ま
し

た
。 

 

 

１
４
回
女
性
の
農
業
委
員
会
活

動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参

加  

３
月
８
日
、
東
京
都
「
砂
防
会
館
」

に
お
い
て
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
、
女
性
委
員
な
ど
約
４
８
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
、
委
員

１
０
名
、
農
委
事
務
局
１
名
、
農
業
会

議
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

京
都
府
立
大
学
生
命
環
境
科
学
研

究
科
、
中
村
貴
子
講
師
が
「
女
性
が
農

村
で
輝
く
た
め
に
！
今
、
女
性
の
農
業

委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に

求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
と
は
？
」
と
題

し
て
講
演
。 

女
性
の
農
業
就
業
人
口
が
減
る
と
耕

作
放
棄
地
の
増
え
方
が
高
ま
る
こ
と
に

着
目
。
女
性
の
関
わ
り
を
増
や
す
こ
と
、

特
に
農
地
に
関
与
す
る
農
業
委
員
会
は

女
性
の
力
が
必
要
。
担
い
手
に
集
め
ら

れ
な
い
農
地
も
多
い
た
め
、
地
域
で
こ

だ
わ
っ
た
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
、
こ
れ

を
女
性
が
展
開
す
る
こ
と
を
増
や
し
て

は
、
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。 

２
０
３
０
年
に
女
性
委
員
比
率
５

０
％
「
２
０
３
０
５
０
」
を
目
指
さ
れ

た
い
と
激
励
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、 

女
性
の
視
点
を
活
か
し
て
農
地
利
用
の

最
適
化
に
取
り
組
む
た
め
、
全
国
農
業

会
議
所
の
稲
垣
局
長
代
理
の
進
行
の
も

と
、
山
形
県
酒
田
市
の
五
十
嵐
会
長
、

徳
島
県
女
性
組
織
の
谷
口
会
長
、
鹿
児

島
県
南
種
子
町
の
石
堂
会
長
が
事
例
報

告
さ
れ
、
熱
心
に
議
論
し
た
。 

 

 
 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
沖
縄
県
農

業
委
員
会
女
性
協
議
会
の
６
名
と
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
翌
日
３
月
９
日
に
は
、
ぎ
ふ

農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

員
６
名
と
農
業
会
議
１
名
で
、
千
葉
市

幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
中
の
ア
ジ
ア
最
大

級
の
食
品
・
飲
料
専
門
展
示
会
「
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
８
」
を

視
察
し
ま
し
た
。 

  

C

o

o

k

p

a

d 

岐
阜
県
代
表
レ
シ
ピ
の
漬
物
ス

テ
ー
キ
第
４
位 

 レ
シ
ピ
サ
イ
ト
C
o
o
k
p
a
d

の
公
式
キ
ッ
チ
ン
「
全
国
農
業
新
聞
の

献
立
♪
」
で
は
農
産
物
の
こ
と
を
知
り

つ
く
し
た
農
業
委
員
た
ち
の
自
慢
の
レ

シ
ピ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
全
国
農
業

委
員
会
女
性
協
議
会
は
、
各
県
農
業
委

員
会
女
性
組
織
か
ら
代
表
レ
シ
ピ
１
点

ず
つ
を
募
集
し
ベ
ス
ト
レ
シ
ピ
グ
ラ
ン

プ
リ
を
開
催
し
ま
し
た
。
岐
阜
県
か
ら

は
代
表
と
し
て
、
飛
騨
高
山
の
家
庭
料

理
「
漬
物
ス
テ
ー
キ
」
を
応
募
。 

平
成
２
９
年
８
月
か
ら
３
０
年
１
月

３
０
日
ま
で
の
累
計
ア
ク
セ
ス
で
第
４

位
と
な
り
ま
し
た
。
第
１
位
は
埼
玉
県

の
「
み
そ
ポ
テ
ト
」
、
第
２
位
は
「
し

い
た
け
の
肉
詰
め
」
、
第
３
位
は
沖
縄

県
の「
黒
糖
と
タ
ピ
オ
カ
の
く
ず
も
ち
」
。 

飛騨市・下呂市・瑞穂市・本巣市から
参加した農業委員 

京都府立大学 中村講師 

佐伯委員 全国農業会議所 荒井さん 
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中
津
川
市
農
業
委
員
会
及
び

吉
村
正
美
委
員
・
後
藤
展
子
委

員 

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞 

 

平
成
２
９
年
度
農
業
委
員
会
並
び
に

農
業
委
員
の
農
林
水
産
大
臣
表
彰
に
お

い
て
、
中
津
川
市
農
業
委
員
会
と
同
市

農
業
委
員
会
委
員
の
吉
村
正
美
会
長
と
、

後
藤
展
子
職
務
代
理
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 

 

同
市
農
業
委
員
会
は
、
遊
休
農
地
を

活
用
し
特
産
の
栗
を
植
栽
す
る
な
ど
、

農
地
の
再
生
に
取
り
組
み
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
等
に
顕
著
な
実
績
を
あ
げ
ら

れ
、
お
二
人
は
２
０
年
近
く
に
わ
た
り

委
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ
き
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

                        

漬物ステーキは、
飛騨高山に古く
からある家庭料理
の定番中の定番。
昔から、どこの家
庭でも親しまれて
います。 

秩父地域において、
農作業の合間や小腹
がすいた時に食べる
郷土料理。サクサク、
ホクホクとして甘辛
い味噌だれがよく合
います。 

徳島県産の肉厚の
シイタケを使った定
番料理♪ 

純黒糖にこだわり好
きな黒糖の香りに満
足しています。是非
手作りしてほしいデ
ザートです。 

１位 埼玉県 6,945アクセス ４位 岐阜県 3,111 

３位 沖縄県 3,458 ２位 徳島県 4,576

 Ｃｏｏｋｐａｄ「全国農業新聞の献立♪」掲載レシピ

投稿レシピ受付中です。材料、作り方、写真を農業会議まで提供下さい（現在２７４レシピ掲載中） 

みなさんの購読のお申し込みをお待ちしております 

全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員

会組織が発行する農業総合専門紙です。 

 「週刊」の時間を生かし、情報がわかりやすいよう解説的

にまとめています。 

毎週金曜日発行 月７００円 ／ 年８，４００円 

お申込みはお近くの農業委員会まで 

後藤委員 農政局西田部長 吉村委員
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 農業委員会はこんな活動をしています 
農業委員会は、農業委員と農地利用最適化推進委員が協力して、農地が遊休農地になら

ないように、耕作できる担い手などに集めていく取り組みを中心に活動しています。 

  

  

  

 

農地利用の最適化の推進 農地の利用状況調査 

市町村長などへの農地利用の最適化

の推進に関する意見書の提出 

農地法等に基づく貸借や転用の許可・意見 

農業者への情報提供活動 農業経営の合理化の支援 

○担い手への農地の集積・集約化 

○耕作放棄地の発生防止・解消 

○新規就農や企業参入の促進 

○担当地区の農地パトロール 

○遊休農地所有者への耕作の意向の確認 

○担当地区での活動を

もとに意見をあげます 

農業会議と連携して 

○農業者年金の加入推進 

○法人化の相談 

○複式農業簿記の支援 

○農業委員会だよりの発行 

○全国農業新聞の普及活動 

○総会での審議 

議
長 

 農業委員会は活躍する女性を求めています 

農業委員は①～③を満たすように推薦・公募 

①過半を原則として認定農業者とすること 

②農業者以外の中立な立場の方を１名以上入れること 

③女性・青年を積極的に登用すること 

 

政府目標 「第４次男女共同参画基本計画」  

目標  農業委員に占める女性の割合：１０％（早期）、３０％（平成３２年度） 

現在  女性農業委員数「８４名」／農業委員数「６５６名」×１００＝１２．８％ 

認定農業者の共同申請をしよう♪ 
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<編集後記> 
平成２９年７月に県内全ての農業委員会が、新体制に移行し、女性委員が多数誕生しました。 
女性委員として、どんな活動をするか、会員の特徴的な活動も発信していきたいと思います。 （Ｍ）

 ぎふ農業委員会女性ネットワーク 岐阜市薮田南 5-14-12 県ｼﾝｸﾀﾝｸ庁舎 2 階
 事務局：一般社団法人岐阜県農業会議 

 認定農業者の家族での共同申請をお願いします 
認定農業者とは、今後５年間の「農業経営改善計画」を作成し、市町村から認定された農

業者（個人・法人）です。改善計画において、市町村の「農業経営基盤強化促進の基本構

想」に定められた所得や年間労働時間の目標達成を目指します。 

（参考）H29 県内の認定農業者数 2,118 うち共同申請 23 協定締結数 558

 

農業経営改善計画の変更 

夫婦や親子など共同申請者を追加 

認
定
基
準 

 
市町村へ変更申請 

 

 
市町村へ家族連名で申請 

 

 

市町村が計画認定 

○市町村の基本構想に適合しているか 

○農用地の効率的な利用につながるか 

○達成できる計画か 

認
定
基
準 

農業経営改善計画の作成 

５年後の目標と達成のための取組内容を記載 

 
家族経営協定の締結 

家族で「経営の意思決定の参画」や「役割分担」、「収益の分配」について話し合い、協定書に調印 

初めて認定を受ける場合 既に認定を受けている場合

市町村が変更計画認定 

○申請者は同一世帯などの親族か 

○適切な協定が締結されているか 

○協定が守られているか 

共
同
要
件 

 家族経営協定による農業者年金のメリット 
 家族経営協定を締結し経営に参画している経営主の配偶者や後継者（４０歳未満）に

は保険料の補助があります。月額２万円の保険料のうち、３５歳までは１万円、３５歳以

上は６千円を国が積み立ててくれます。（補助は最長２０年、ただし３５歳からは１０年） 

次の①～③を満たす方が加入できます。 

 ①６０歳未満 ②国民年金１号被保険者 ③年間６０日以上農業に従事 


